
　平成31年度（2019年度）からの今後10年間におけるまちづくりの指針として策定する、市の最上位計画

であります「陸前高田市まちづくり総合計画」について、素案を作成したことから、広く市民の皆様から

ご意見等を伺うため、市政懇談会を開催しました。

　お寄せいただいた主なご意見と市の考え方は下記のとおりです。

　いただいたご意見を踏まえ、計画策定を進めてまいります。

　さまざまな貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。

１　開催期間

　　平成30年10月５日（金）から11月１日（木）まで

　　　※　市内11地区で開催

２　意見の件数

　　10件

市政懇談会における「陸前高田市まちづくり総合計画（素案）」に関する意見について
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No.
意見が

出された地区 主な意見の概要 意見に対する市の考え方 担当課

1 今泉
　まちの歴史を大切にしたまちづくりを行っていくことについて記載いただ
きたい。

　基本政策４「地域の伝統や文化を大切にする」の基本事業の方向及び
主な取組内容に加筆するとともに、素案の概要版にも加筆します。

生涯学習課

2 今泉 　スポーツに関する記述が少ないので記載いただきたい。 生涯学習課

3 小友 　スポーツは様々な分野で可能性があるため、政策に反映してほしい。 生涯学習課

お寄せいただいたご意見の概要と市の考え方

　基本政策18「市民の健康づくりを推進する」にスポーツに関する記述を
加筆するとともに、基本政策29「地域資源を活かした観光振興を推進す
る」の中に、「スポーツ施設を活用した交流人口の拡大」に関する記述を
加筆します。
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No.
意見が

出された地区 主な意見の概要 意見に対する市の考え方 担当課

4 高田
　基本理念に「創造的な復興と防災・減災による安全・安心なまちづくり」
とあるが、「住みやすい」や「利便性が高い」といった文言を入れれば、移
住定住の促進に向けてさらにアピールできるのではないか。

　基本目標６「市民と築く交流と連携のまちづくり」について、地域課題の
解決などの取組により、住みやすいまちづくりとなるよう、基本目標を「市
民と築く交流と連携の住みよいまちづくり」に変更します。

企画政策課

5 高田 　人づくりに関する記載がないので、どこかに入れてほしい。

　基本政策21「協働によるまちづくりを推進する」において、「『協働による
まちづくり』における新たな担い手の育成」として、市民等を対象とした研
修会やフォーラムなどを開催することとしています。
　また、基本政策14「子どもたちに知・徳・体のバランスのとれた『生きる
力』を育成する」の内容全体が、人づくりをねらいとしたものとなっており
ますが、そのことがより分かりやすく伝わるよう、基本政策を「知・徳・体を
真に備えたたくましい人づくりを推進する」に変更します。

まちづくり戦略室
学校教育課

6 長部
　片仮名文字が多すぎて、高齢の方々にはわかりにくいので、用語の説
明を入れて解りやすくしてほしい。

　可能な限り解りやすい表現に努めるとともに、注釈により用語の説明を
入れます。

企画政策課
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No.
意見が

出された地区 主な意見の概要 意見に対する市の考え方 担当課

7 下矢作
　ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりについて、横文字
だと分かりにくいため、日本語にしてほしい。

　言葉の意味が理解しやすくなるよう、計画案の該当箇所の一部を「ノー
マライゼーションという言葉のいらないまちづくり（世界に誇れる美しい共
生社会のまちづくり）」と表記します。

企画政策課

8 横田
　基本理念の「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」につ
いて、説明書きに「障がい者」という言葉を入れてほしい。

　計画素案には、障がいを持つことになったとしても安心して自分らしい
生き方を実現できる社会の実現に向けて取り組んでいくことを記載してい
ますので、概要版にも障がい者について記載します。

企画政策課

9 米崎
　震災後、防潮堤の整備など市民憲章と真逆の行為が行われていること
から、市民憲章との整合をとるとともに、市民が分かりやすい行動指針を
示してほしい。

　市民が行動すべき具体的な内容につきましては、まちづくり総合計画と
の整合性を図った上で、環境基本計画など、個別計画の策定を進める中
でそれぞれ検討をしてまいります。

企画政策課
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No.
意見が

出された地区 主な意見の概要 意見に対する市の考え方 担当課

10 横田

　基本政策30「魅力ある雇用の創出と起業しやすい環境を整える」に、起
業件数に関する指標がある。
　市内にはＮＰＯや一般社団法人として起業している人や、市民活動や
産直に参加して収入を得ている人もいるが、起業を政策の判断材料とし
て指標にすることは適切か。

　新たな事業者となり得る人材を発掘・育成するため、ビジネスプランコ
ンテストの開催をはじめ、起業家を支援するための施設整備を現在進め
ており、来春には（仮称）チャレンジショップのオープンを予定しているとこ
ろです。
　指標については、起業家支援事業を推進するうえで、事業進捗の一つ
の目安として設定しているところであります。
　また、起業に関する指標のほか、新たに市内事業所に雇用された人数
も指標として設定し、市全体の雇用の創出に取り組んでまいります。

商工観光課

　※　まちづくり総合計画に対するご意見のみを記載しています。

　※　ご意見の趣旨を要約して記載しています。
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